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理事長賞

　オアシスでは、近隣の病院や施設での新型コロナウイルス発症の影響で、新規入所者が減り、短期入所

者のキャンセルも増えているなか、退所者を抑える取り組みをしていました。

しかし、もともと越冬目的で入居されている利用者さんは、春になると自宅に帰ることを楽しみにされていて、

入所を延長することを拒まれていました。

　外部ボランティアの活動も無くなり、日常的に行われていた大規模な行事が減っていることで、栄養科主

任の谷山は「食事で元気になってもらいたい」と考え、毎月行われている薬膳料理の他に、さまざまな行事

食を企画。

○握りずし（まぐろ・サーモン・ねぎとろ・かに・いなり）　

○春の山菜御膳（筍ご飯、天ぷら盛り合わせ、アナゴの茶碗蒸し）

○お花見弁当（梅ごはん、炊き合わせ、エビフライ等）弁当箱で提供

○かつおのたたき御膳（山菜ごはん、カツオのたたき、うどのきんぴら）

○パンのバイキング

○薬膳料理（毎月実施）

※パン以外はミキサー食に対応

これらの行事食は半月～ 1ヶ月前からポスターで告知することで、利用者さん同士での会話も弾み、楽しみ

にされる方々が増加。越冬入所者で自宅に帰りたいと仰っていた利用者さんも、「これが食べたいからもう少

しオアシスにいたい」と　3名の方が1ヶ月間退所を延長してくれました。

　谷山は療養棟で食事の時間に利用者さんとコミュニケーションを取っており、食事介助にも入っています。

ここから利用者さんの希望をしっかりと聞き取ることで、どの利用者さんがどんな食事が好きなのかを把握し

ています。

内　容

　31年にわたり施設管理の職員として職務に励んできた猪瀬さんが昨年9月末に退職し、替わって入職し

たのが加藤さんです。今年度の事務部門の目標に「院内外の整備等で医療職が働きやすい環境づくりを

行う」、「従来からの調達を見直し、少しでもコスト削減を行う」の二つがありますが、彼が率先してこの二つ

の目標実現のため行動してくれました。

　当院看護部の職員数は約100名。土地柄多くの職員が自家用車を所有し通勤に利用しております。しか

し、主に看護職員が利用する駐車場はその周囲を鬱蒼とした樹木に覆われており、駐車する際には樹木の

枝に車体が当たらないよう気を配る必要がありました。加えて、設置しているLED外灯は樹木が送電線に

干渉して使用できない箇所があり、夜間の利用者さんは不便に感じていました。伐採を検討しましたが、常

時駐車している車も多いため機械を使うことが難しく、専門の業者にあたりましたが見積りで約20万円の費

用が必要でした。

　そこで、もともと駐車場の環境が気になっていた加藤さんが「専門業者に依頼できないなら自分がやりま

す」と手を挙げました。上司に相談し勤務時間の調整に協力を得ながら、日常業務の空き時間（早朝や昼

休み）を使って作業しました。特に駐車している車に切った木が当たることのないように注意し、機械を使え

ないため脚立に上ってノコギリで一枝一枝丁寧に切る必要がありました。

　1月～ 4月にかけて作業した結果、鬱蒼と覆い茂っていた樹木の枝が払われ、外灯も全て使えるようにな

り、明るく停めやすい駐車場に変わりました。利用している職員から「今まで昼間でも暗く、枝が当たらないよ

う気を使ってたが、停めやすくなった」と感謝されております。本人は謙虚で真面目な性格なので「コツコツ

作業することが自分に合っているから」と謙遜しますが、まだ入職後半年にも関わらず、今年度の目標達成

に向け自分自身ができることを考え実行している加藤さん評価し、理事長賞にご推薦申し上げます。  

  

熱川温泉病院 施設管理 加藤 克巳

職員駐車場を覆っていた樹木を空き時間を利用して伐採し、業者に依頼することで
発生する費用をかけずに行い、職員の働きやすい環境づくりに寄与した功績。

上原 直行

被推薦者は懸案であった職員用駐車場の樹木伐採に自ら率先して取り組み、根気
が要る作業を４ヶ月かけて行い、明るく使いやすい駐車場に変えることができました。
今年度の事務部門の目標に「医療職の働きやすい環境づくり」「徹底したコスト削減」
の二つがありますが、達成に向けて行動してくれました。他の職員の良い模範となっ
ている彼を是非とも理事長賞にご推薦申し上げます。     
       

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由


